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生活扶助の削減と税制収入の増加は、ベーシックインカムと社会参加、就業環境の整備にお

ける新しい社会整備が、大きな財政の改善を与えることを証明し、これらへの政治アクショ

ンは必要とされると考える。 

 

これらシェアエコノミーにおける社会整備は、共生における新しい社会構築を可能とする

のであり、企業環境への政治アクセスは、その相乗効果を協力関係の整備において実現でき

ると考える。 

 

これらは、IOT における新しい基幹社会インフラが、新しい社会の創造を可能とするので

あり、これらは未来の創造が現実として可能であるということを証明する。 

 

これら、新しい社会システムは、新しい生活の共有における社会構築を行うことができるの

である。 

 

これらは貧困の解決が、政治の合意において可能であり、社会の共有は、時代先端性におけ

る整備とともに新しい社会構築を実現できることを証明する。 

 

 


